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 紡錘車 … 糸をつむぐ道具。中央の穴に棒を差し込み、回転させて遠心力で糸をつむぎました。 

土 錘 … 漁労具。網の先に取り付け、おもりとして使用されました。 

刀 子 … 現代のナイフのような刃物。片側に刃を持ちます。 

 鍬  … 農具。木の先に取り付け、土を耕すために使用されました。 
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１．はじめに 

 籠
かご

原裏
はらうら

遺跡
い せ き

は、熊谷市西部の新堀
にいぼり

に所在し、標高約 37ｍの櫛引
くしびき

台地
だ い ち

東端に立地していま

す。遺跡は、JR籠原駅北口から国道 17 号までの約 350ｍ間に広がっており、同所には７

世紀後半の群集墳
ぐんしゅうふん

である籠
かご

原裏
はらうら

古墳群
こ ふ ん ぐ ん

も所在しています。 

発掘調査は、区画
く か く

整理
せ い り

事業
じぎょう

などに伴い、これまでに計９回行われています。調査の結果、

遺跡からは旧石器
きゅうせっき

時代
じ だ い

、 縄文
じょうもん

時代
じ だ い

、平安
へいあん

時代
じ だ い

、中・近世の遺構
い こ う

・遺物
い ぶ つ

が発見されました。 

今回の展示では、周辺で出土例の少ない旧石器時代の石器
せ っ き

と本遺跡の北西約２㎞に位置す

る幡
は

羅
ら

郡家
ぐ う け

（古代の役所
やくしょ

）と関連をもつと思われる平安時代の遺構・遺物についてご紹介い

たします。 
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２．旧石器時代の石器 

     出土した石器は、尖頭器
せ ん と う き

と呼ばれています。平安時代の竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

から流れ込み遺物とし

て見つかりました。一部欠けていますが、長さ 5.9 ㎝､幅 2.85 ㎝､最大厚 0.8 ㎝､重さ 10.8g

を測
はか

ります。石材は黒耀
こくよう

石
せき

です。埼玉県北部地域では、あまり出土例がなく、貴重
きちょう

な資料で

す。尖頭器は、木の棒先端にひもでくくりつけら 

れ、狩りの際に使用されました。 

   

３．平安時代の遺構 

 平安時代の遺構は、竪穴住居跡や掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

跡
あと

、溝
みぞ

跡
あと

、土坑
ど こ う

などが多数見つかりました。

これらの遺構は、同所に位置する古墳群を避
さ

けて構築
こうちく

されていたことから、当時古墳群が墳
ふん

丘
きゅう

のある状態で集落内に鎮座
ち ん ざ

していたことを物語っています。集落の時期は、９世紀末～

10 世紀初頭という非常に短い期間に限定されますが、この時期は本遺跡の北西約２㎞に位

置する幡羅郡家の衰退期
す い た い き

に相当します。本遺跡の集落が短期間のみ営まれた理由については、

はっきりしませんが、当時の幡羅郡の状況と何かしら関係があるのかもしれません。 

     
 

   ４．平安時代の遺物 

     平安時代の遺構（主に竪穴住居跡）からは、さまざまな遺物が出土しました。土器は在地

産の土師器
は じ き

（坏
つき

・台付
だいつき

甕
かめ

・甕
がめ

）、寄居町末
すえ

野産
の さ ん

及び鳩山町南比企産
みなみひきさん

の須
す

恵器
え き

（坏・高台付
こうだいつき

椀
わん

・

皿
さら

・高台付皿・甕・長頸
ちょうけい

瓶
へい

）、高級食器である岐阜県東濃産
とうのうさん

の灰釉
かいゆう

陶器
と う き

（高台付椀・長頸瓶）、

愛知県猿投産
さ な げ さ ん

の 緑釉
りょくゆう

陶器
と う き

（短頸
たんけい

壺
こ

）などがあり、「西」などの文字が描かれた墨書
ぼくしょ

土器も数

点見つかりました。また土器以外では、土製品（紡錘車
ぼうすいしゃ

・土
ど

錘
すい

）、鉄製品（刀子
と う す

・釘
くぎ

・鍬
くわ

）な

ども見つかりました。 

 

 

             

 

 

   

 

   

 

 

    

                         

 

                         
 

緑釉陶器 

短頸壺（上半部） 長頸瓶（上半部） 
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甕台付甕（台部） 

甕 
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